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一
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
の
敗
北
で
、
空
白
と
な
っ
て

い
た
衆
議
院
京
都
第
二
区
、
第
六
区
の
自
民
党
支
部
長

（
次
期
衆
議
院
候
補
者
）が
決
定
し
た
。
自
民
党
京
都
府

連
で
は
、
敗
北
後
、
次
期
支
部
長
を
地
元
の
府
会
、
市

会
議
員
を
中
心
に
模
索
し
て
い
た
が
、
適
当
な
人
を
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
府
連
で
は
党
本
部
と

も
連
絡
を
取
り
、
昨
年
末
、
候
補
者
の
公
募
方
式
に
踏

み
切
っ
た
。
京
都
府
連
内
に
設
置
し
た
、
民
間
の
有
識

者
も
含
め
た
候
補
者
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
方
法
は

書
類
審
査
と
面
接
審
査
。
書
類
審
査
は
応
募
者
へ
の
課

題
で
あ
る
①
政
治
に
対
す
る
信
条
と
今
後
の
課
題
、
②

京
都
が
抱
え
る
政
策
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
の

論
文
。
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
か
な
り
レ
ベ
ル
の

高
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
面
接
で
は
論
文
審
査
で

選
ば
れ
た
各
々
4
名
に
対
し
て
、
一
人
約
30
分
の
時
間

を
か
け
て
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
選
挙
に
向
け
て
の
決
意
、

活
動
資
金
に
対
す
る
自
己
責
任
な
ど
に
つ
い
て
選
考
委

員
会
の
方
々
が
質
問
し
た
。
流
石
に
国
会
議
員
に
挑
戦

し
よ
う
と
決
意
を
固
め
た
人
達
だ
け
に
、
い
ず
れ
も
甲

乙
つ
け
難
い
人
材
で
あ
っ
た
。
選
挙
に
勝
て
る
候
補
予

定
者
を
最
大
目
標
に
慎
重
な
審
査
を
重
ね
た
結
果
、
二

区
は
山
本
朋
広（
29
才
）、
六
区
は
井
澤
京
子（
42
才
）の

両
氏
に
決
定
し
た
。
両
氏
は
従
来
の
自
民
党
候
補
者
に

な
い
タ
イ
プ
。
両
選
挙
区
で
大
き
な
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
、
議
席
奪
還
に
ま
い
進
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

初
の
公
募
方
式
に
よ
る
選
考

二区山本氏、六区井澤氏

え
と
す
読
者
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
衆
院
選
候
補

者
公
募
で
第
二
選
挙
区
支
部
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
山
本
朋
広
で
す
。

公
募
に
合
格
し
た
際
は
、
今
ま
で
支
え
て
頂
い
た
人
達
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
選
考
委
員
の
方
々
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
い
た
と
い
う
感
激

の
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
暫
く
し
ま
す
と
こ
れ
か
ら
大
変

厳
し
い
選
挙
を
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
故
郷
京
都
の

た
め
、
日
本
の
た
め
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
重
大
さ
に
気
づ
き
武

者
震
い
が
し
ま
し
た
。
29
歳
の
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
勝

つ
と
い
う
強
い
信
念
で
活
動
し
て
い
く
決
意
で
す
。
宜
し
く
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

衆議院・京都府第2選挙区

〈略　歴〉
昭和50年 6月20日生まれ
平成6年 京都府立北稜高等学校　卒業
平成10年 関西大学商学部　卒業
平成12年 京都大学大学院

法学研究科　修了
 財団法人松下政経塾　入塾
 （～平成15年3月）
平成13年 米ジョージタウン大学
 客員研究員
 （～平成14年6月）

 山本忠株式会社　勤務

山や
ま

本も
と

朋と
も

広ひ
ろ

私
は
衆
議
院
選
挙
候
補
者
の
公
募
に
挑
戦
し
、
第
六
選
挙
区
支
部
長

に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
し
、
ご
期

待
に
添
わ
な
け
れ
ば
…
と
の
思
い
で一杯
で
す
。
京
都
は
私
の
亡
き
母
の
故

郷
で
あ
り
、
私
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
「
京
子
」
と
名
づ

け
た
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
、
京
都
と
深
い
ご
縁
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
し
、
是
非
『
何
か
京
都
の
役
に
立
ち

た
い
』
と
の
思
い
が
私
を
駆
り
立
て
て
く
れ
た
と
想
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

え
は
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
地
域
を
歩
き
多
く
の
皆
様
と
交
わ
り
、
政
治
へ

の
熱
い
思
い
を
訴
え
な
が
ら
、私
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う『
京
都
の
京
子
』

は
行
動
し
て
参
り
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

衆議院・京都府第6選挙区

〈略　歴〉
昭和37年 10月16日生まれ
昭和56年 私立森村学園高等学校　卒業
昭和63年 日本大学法学部　卒業
平成元年 株式会社パソナ　入社
平成2年 東急エージェンシー　入社
平成4年 日本包装機械株式会社　入社
平成7年 慶應義塾大学大学院

経営管理研究科　入学
平成9年 同　修了
平成14年 株式会社イー・ブリッジ　入社
平成15年 株式会社産業再生機構　入社
平成17年 同　退社（3月末）

井い

澤ざ
わ

京き
ょ
う

子こ

自民党次期衆議院候補者決定
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自
主
憲
法
制
定
は
、
自
由
民
主
党
立

党
時
か
ら
綱
領
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
、
新
憲
法
制
定
推
進
本
部
・
新

憲
法
起
草
委
員
会
が
発
足
し
、
本
年
11

月
の
党
大
会
に
は
、
新
憲
法
案
が
発
表

さ
れ
る
。
こ
の
要
綱
の
策
定
の
作
業
で

は
、
検
討
す
る
テ
ー
マ
毎
に
設
け
ら
れ

た
10
の
小
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要

な
論
点
が
議
論
さ
れ
た
。
2
、
3
月
の

平
日
は
ほ
ぼ
毎
日
、
小
委
員
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
中
曽
根
康
弘
・
宮
沢
喜
一

両
元
総
理
ら
も
参
加
し
、
立
党
以
来
の

憲
法
論
議
の
総
決
算
と
い
っ
た
様
相
で

あ
っ
た
。
去
る
4
月
4
日
、
そ
れ
に
向

け
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
憲
法
草
案
の

要
綱
が
発
表
さ
れ
た
。
憲
法
改
正
の
焦

点
は
、
9
条
の
問
題
で
あ
る
。
要
綱
で

は
、
9
条
2
項
を
全
面
的
に
改
定
し
、

自
衛
軍
の
保
持
を
明
記
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
憲
法
の
背
骨
と
言
う
べ
き

前
文
に
「
日
本
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
」

や
「
国
を
愛
し
、
独
立
を
堅
持
す
る
」

こ
と
を
書
き
込
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い

る
。
憲
法
は
、
そ
の
国
の
国
柄
や
目
標

を
示
し
、
国
創
り
の
基
本
と
な
る
。
戦

後
60
年
、
自
民
党
立
党
50
年
の
今
年
、

日
本
人
の
、
日
本
人
に
よ
る
、
日
本
人

の
た
め
の
憲
法
制
定
に
向
け
て
、
自
民

党
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。「
時
代

に
即
し
た
憲
法
づ
く
り
」
を
先
の
選
挙

の
公
約
に
も
掲
げ
た
二
ノ
湯
議
員
も
、

こ
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
推
し
進
め
る

強
い
決
意
を
示
し
て
い
る
。

麻生総務大臣に質問をする二ノ湯議員

国
際
問
題
に
関
す
る
調
査
会

3
月
17
日
に
開
か
れ
た
平
成
17
年
度
地
方
交

付
税
関
連
法
案
を
審
議
す
る
総
務
委
員
会
で
、
二

ノ
湯
議
員
は
地
方
自
治
体
の
歳
出
の
監
視
、
国
家

公
務
員
の
削
減
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
の
税
財
源

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

○
地
方
自
治
体
の
歳
出
の
監
視
制
度

㈠
大
阪
市
役
所
を
は
じ
め
、
全
国
自
治
体
の
職

員
へ
の
厚
遇
施
策
が
発
覚
し
ま
し
た
。
総
務
省
で

は
今
後
、
地
方
公
務
員
の
給
与
、
手
当
、
福
利
厚

生
な
ど
の
内
容
の
公
表
を
積
極
的
に
促
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。
地
方
の
歳
出
を
監
視
す
る
の

は
、
地
方
議
会
、
監
査
委
員
、
そ
し
て
平
成
9
年

に
導
入
さ
れ
た
包
括
外
部
監
査
が
あ
る
訳
で
す

が
、
長
年
に
わ
た
り
黙
っ
て
見
過
ご
し
て
き
た
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
地
方
自
治
体
の
財
政
の

監
視
機
能
の
あ
り
方
、
特
に
会
計
年
度
毎
の
契
約

と
な
っ
て
い
る
包
括
外
部
監
査
の
契
約
を
一
期
4

年
ぐ
ら
い
の
任
期
制
を
導
入
し
て
、
継
続
的
な
監

査
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
今
後
何
ら
か
の

工
夫
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

○
公
務
員
の
削
減
計
画

㈠
「
地
方
行
政
改
革
指
針
」
に
よ
る
と

２
０
０
５
年
度
か
ら
の
5
年
間
で
地
方
公
務
員

「
4.6
％
超
」
の
削
減
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、

国
家
公
務
員
の
削
減
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
地
方
の
公
務
員
削
減
に
比
べ
、
遅
々
と
し
て

進
ん
で
い
な
い
の
が
、
国
家
公
務
員
の
削
減
で
は

な
い
の
か
。
国
が
率
先
し
な
け
れ
ば
、
地
方
の
公

務
員
削
減
も
強
く
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い

4
月
6
日
、
参
議
院
国
際
問
題
に
関
す
る
調

査
会
が
開
か
れ
、
参
考
人
と
し
て
、
政
策
研
究
大

ず
れ
に
し
て
も
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
公
務
員

の
仕
事
振
り
は
、
一
部
の
人
々
を
除
け
ば
、
民
間

な
ら
一
人
で
公
務
員
3
〜
4
人
分
の
仕
事
を
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
家
公
務
員
の
削
減
に
取
り

組
む
総
務
大
臣
の
決
意
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

○
地
方
へ
の
税
財
源
の
移
譲

㈠
地
方
分
権
推
進
法
で
は
、
地
方
に
課
税
自
主

権
を
認
め
た
が
、
大
都
市
を
抱
え
る
道
府
県
で
も

な
か
な
か
課
税
客
体
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
。
い
か
に
も
地
方
の
自
主
裁
量
を
認
め
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
名
目
だ
け
の
権
限
を
与
え

る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
基
幹
的
な
財
源
を
地
方

に
移
譲
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
出
来
な
い

と
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
そ
し

て
住
民
税
の
一
人
４
０
０
０
円
均
等
割
な
ど
、
地

方
税
の
上
限
を
も
う
少
し
高
く
し
て
、
ど
の
税
率

を
適
用
す
る
か
は
、
地
方
自
治
体
と
地
方
議
会
の

判
断
に
委
ね
た
方
が
、
地
方
の
自
主
性
を
高
め
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

学
院
大
学
教
授
白
石
隆
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
理
事

長
田
中
直
毅
の
両
氏
を
招
き
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構

築
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
。
二

ノ
湯
議
員
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
両
氏
に
質
問
を

し
た
。

○
白
石
参
考
人
に
対
す
る
質
問

㈠
EU
に
触
発
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
が
非
常

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
20
年
後
に

は
東
ア
ジ
ア
は
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
に
な
り
、
そ

れ
は
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
や
日
本
に
と
っ
て
も
平
和
と

安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本

や
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
、
中
国
に
対
す
る
依
存

度
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
要
は
中
国
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
中
国
を
中

心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
が
生
ま
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
共
産
党
一
党
独
裁
の
中
国
が
経
済

合
理
主
義
で
、
経
済
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
と
い
う
よ
う
な
警
戒
感
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
中
国
と
の
安
定
し
た
制
度
の
構
築
と
は
一
体
ど

う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
田
中
参
考
人
に
対
す
る
質
問

㈠
台
湾
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
百
万
人
ほ
ど
中
国
に

滞
在
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
く
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
幾
ら
反
国
家
分
裂
法
が
で
き
て
も
、

中
国
に
と
っ
て
台
湾
を
武
力
で
解
放
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
、
中
国
自
身
に
と
っ
て
も
中
国
経
済
を

麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
法
律
の
持
つ
意
味
で
す
ね
、

実
際
法
律
を
使
っ
て
台
湾
を
解
放
す
る
と
、
そ
こ
ま

で
中
国
は
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
ひ
と

つ
お
聞
か
せ
願
い
た
い
な
と
、
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

自由民主党立党50年　改憲に向けて「新憲法」草案の要綱を発表

総
務
委
員
会
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第二名神高速道路建設促進議員連盟役員表 第
二
名
神
高
速
道
路
建
設
促
進
議
員
連
盟
役
員
人
事
が
決
定

苦
し
い
答
弁
の
竹
中
大
臣

熱弁をふるう門川教育長

4
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
自
民
党
の
郵
政
改

革
に
関
す
る
合
同
部
会
に
、
郵
政
民
営
化
担
当
大

臣
で
あ
る
竹
中
平
蔵
氏
が
出
席
、
各
国
会
議
員
か

ら
の
厳
し
い
質
問
を
浴
び
苦
し
い
答
弁
に
終
始
し

第
二
名
神
高
速
道
路
建
設
促
進
議
員
連
盟（
会

長
：
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
）が
沿
線
府
県
の
自

民
党
国
会
議
員
で
発
足
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
公
明

党
と
も
協
議
の
う
え
、
与
党
合
同
に
よ
る
議
員
連

盟
に
組
織
を
改
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
明
党
よ

り
関
係
府
県
を
代
表
し
て
、
5
名
の
国
会
議
員
の

参
加
を
受
け
て
、
伊
吹
文
明
会
長
は
議
員
連
盟
の

役
員
人
事
を
決
定
し
た
。
議
連
で
は
今
後
、
建
設

予
定
地
の
視
察
、
総
決
起
大
会
の
開
催
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。
出
来
れ
ば
、
道
路
公
団
の
民
営
化

移
行
前
に
見
直
し
区
間
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る

よ
う
に
、
各
方
面
に
働
き
か
け
る
。

た
。
会
場
の
雰
囲
気
は
、
開
催
さ
れ
る
度
毎
に
と

げ
と
げ
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
小
泉
首
相
は
あ

く
ま
で
4
月
中
の
法
案
提
出
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

が
、
党
執
行
部
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
意
見
の
相
違

を
ど
う
調
整
し
、
党
内
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
の

か
、
誠
に
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
る
4
月
7
日
、
自
民
党
本
部
で
開
か
れ
た
義

務
教
育
特
別
委
員
会
で
、
門
川
大
作
京
都
市
教
育

長
が
、
京
都
市
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
、
20
名
を

超
え
る
国
会
議
員
を
前
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
門

川
氏
は
「
明
治
時
代
の
京
都
で
は
、
番
組
と
い
う

自
治
会
単
位
毎
に
、
竈
の
あ
る
家
の
町
衆
自
ら
が

お
金
を
出
し
合
い
、
64
の
小
学
校
が
作
ら
れ
た
」

と
い
う
「
竈
金（
か
ま
ど
き
ん
）の
精
神
」
が
、
京

都
の
教
育
伝
統
で
あ
る
と
話
し
始
め
、
そ
の
伝
統

は
今
も
息
づ
い
て
い
る
と
強
調
し
た
。
そ
し
て

「
市
民
参
加
の
学
校
評
議
会
」「
終
日
自
由
参
観
」

「
学
生
に
よ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
引
き

こ
も
り
の
子
の
た
め
の
中
学
校
開
設
」
な
ど
、
桝

本
教
育
長（
現
市
長
）時
代
か
ら
今
ま
で
続
く
市
民

教
育
改
革
に
お
け
る
実
践
例
を
説
明
し
た
。
加
え

て
、
独
自
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
京
都
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
）の
策
定
、
夜
間
業
務
時
間
外
に
お
け
る

教
員
の
徹
底
指
導
な
ど
、
学
力
向
上
の
た
め
に
全

国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
説
明
し

た
。
国
会
議
員
か
ら
は
「
地
域
の
ど
う
い
う
方
々

の
協
力
を
得
て
い
る
の
か
？
」「
京
都
と
国
の
施

策
を
ど
う
調
整
し
て
い
る
の
か
？
」「
不
登
校
児

た
め
の
中
学
校
の
運
営
の
実
態
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
？
」「
開
か
れ
た
学
校
で
子
供
を
守
る
安

全
対
策
は
？
」
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ
、

是
非
と
も
京
都
市
の
知
恵
を
様
々
な
所
で
生
か
し

た
い
と
興
味
を
示
し
て
い
た
。
門
川
氏
は
、
現
場

で
の
苦
労
を
回
想
し
な
が
ら
、
熱
っ
ぽ
く
真
剣
に

語
っ
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
時
々
笑
み
を
浮
か
べ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
国
会
議
員
は
、
京

都
市
教
育
委
員
会
の
知
恵
と
行
動
と
勇
気
、
そ
し

て
教
育
長
の
人
柄
に
感
銘
し
た
模
様
で
、
部
会
は

大
き
な
拍
手
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

厳しい質問を浴びる竹中大臣

門
川
大
作 

京
都
市
教
育
長

自
民
党
部
会
で

教
育
改
革
を
強
調

最
高
顧
問

綿
貫
民
輔　
海
部
俊
樹　
草
川
昭
三（
公
）
古
賀　

誠　

坂
口　

力（
公
）
中
山
太
郎

顧

問

青
山　

丘　
井
上
喜
一　
川
崎
二
郎　
鴻
池
祥
肇　

中
馬
弘
毅　
冬
柴
鐵
三（
公
）

会

長

伊
吹
文
明

会
長
代
理

二
階
俊
博

副
会
長

浅
野
勝
人　
岩
井
國
臣　
岩
永
峯
一　
江
﨑
鉄
磨　
大
村
秀
章　

木
村
隆
秀　
山
東
昭
子　
佐
藤
茂
樹（
公
）

杉
浦
正
健　
砂
田
圭
佑　

鈴
木
政
二　
竹
本
直
一　
田
村
憲
久　
谷
畑　

孝　
谷
川
秀
善　

渡
海
紀
三
朗　
西
田
吉
宏　
西
野
あ
き
ら　
柳
本
卓
治　
山
名
靖
英（
公
）

幹

事

大
阪　

○ 

中
山
泰
秀　
　

北
川
イ
ッ
セ
イ　
　

北
川
知
克　
　

左
藤　

章

　
　
　
　

西
田　

猛　
　

森
元
恒
雄　
　

山
本
香
苗（
公
）

兵
庫　

○
末
松
信
介　
　

大
前
繁
雄　
　

河
本
三
郎　
　

谷　

公
一　

　
　
　
　

西
村
康
稔　
　

赤
羽
一
嘉（
公
）

京
都　

○
二
之
湯
智　
　

小
泉
顕
雄　
　

田
中
英
夫　
　

段
本
幸
男

滋
賀　
　

有
村
治
子　
　

宇
野　

治　
　

小
西　

理

三
重　

○
三
ツ
矢
憲
生　
　

平
田
耕
一

愛
知　

○
山
本
明
彦　
　

鈴
木
淳
司

事
務
局
長

山
下
英
利

○印は各府県世話人（50音別）　　公印は公明党国会議員
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・日　　時：4月29日㈷（みどりの日）
・出発時刻：午前9時00分（時間厳守）
・集合場所： JR亀岡駅（小雨決行）
・時刻表：京都(8:23)→円町(8:33)→花園

(8:36)→太秦(8:39)→嵯峨嵐山(8:42)→亀
岡(8:57)

・コース：JR亀岡駅→亀山城跡→市役所→走田
神社→穴太寺→亀岡運動公園→田園地帯→ 
ガレリア→楽々荘→亀岡駅（解散）

● みごとな花が新緑にバトンタッチしました。亀岡
は四方が緑に囲まれて、のどかな風景です。ゆっ
くりとその風情を楽しみましょう。

●代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第 146 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第 145 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者35名）

八幡背割堤公園入口ゲート前

一
、
自
民
党
の
月
刊
誌
「
自
由
民
主
」
か
ら
、
前

尾
繁
三
郎
先
生
に
つ
い
て
、
原
稿
用
紙
13
枚
書
く

よ
う
に
と
依
頼
を
う
け
た
。
先
生
没
後
、
約
25
年

が
経
過
し
た
。
先
生
の
記
憶
を
少
し
ず
つ
辿
り
な

が
ら
、
苦
労
し
て
や
っ
と
書
き
上
げ
た
。

一
、
そ
の
た
め
久
し
ぶ
り
に
、
宮
津
市
に
あ
る
前

尾
記
念
文
庫
を
訪
ね
た
。
万
巻
の
書
が
本
棚
に
並

ん
で
い
た
。
軽
い
本
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
難

し
い
専
門
書
で
あ
る
。
よ
く
ぞ
忙
し
い
公
務
の
合

間
を
縫
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
書
物
を
読
ま
れ
た
も

の
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
心
し
た
。

一
、
東
京
で
の
生
活
で
一
番
困
る
の
は
食
事
。
朝
、

昼
は
と
も
か
く
、
夕
食
が
問
題
で
あ
る
。
不
足
が

ち
な
野
菜
を
食
べ
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
い
。
健
康
維
持
の
た
め
に
、
た
ま

に
は
宿
舎
で
の
自
炊
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
と
は
言
え
、
い
い
こ
と
も
あ
る
。
参
議
院
の

同
期
は
全
国
各
地
の
出
身
者
。
出
身
地
の
特
産
品

を
食
べ
る
会
を
2
ヶ
月
に
一
回
程
度
開
催
し
て
い

る
。
富
山
の
寒
ブ
リ
、
鹿
児
島
の
黒
豚
、
そ
し
て

私
も
京
都
の
筍
を
家
内
に
煮
て
も
ら
っ
て
持
参
し

た
。
今
後
、
各
地
の
お
い
し
い
旬
の
物
を
味
わ
う

予
定
で
あ
る
。
単
身
赴
任
者
の
さ
さ
や
か
な
楽
し

み
で
も
あ
る
。

一
、
参
議
院
の
予
算
委
員
会
も
終
わ
り
、
平
成
17

年
度
の
国
家
予
算
も
成
立
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら

は
、
盛
り
上
が
り
に
乏
し
い
国
会
だ
と
批
判
さ
れ

た
。
た
し
か
に
、
委
員
会
で
の
野
党
の
質
問
は
、

選
挙
区
や
支
援
団
体
を
意
識
す
る
の
か
、
あ
ま
り

に
も
細
か
す
ぎ
る
。
国
会
で
は
も
っ
と
大
所
高
所

か
ら
の
質
問
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
全

く
の
期
待
外
れ
。
こ
れ
で
は
地
方
議
会
で
の
質
問

内
容
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
感
じ
で
あ
る
。

二
ノ
湯
さ
と
し
後
援
会
の
有
志
が
呼
び
か
け
、

31
人
が
上
京
、
国
会
見
学
と
二
ノ
湯
議
員
を
囲
ん

で
の
懇
親
会
を
開
い
た
。
一
行
は
4
月
4
、
5
日

の
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
観
光
バ
ス
で
上
京
し
た
。

4
日
朝
7
時
に
京
都
を
出
発
、
途
中
4
回
、
昼
食

と
小
休
止
を
取
り
、
午
後
3
時
過
ぎ
に
日
の
出
桟

橋
水
上
バ
ス
発
着
場
に
到
着
、
遊
覧
船
に
乗
船
、

浅
草
ま
で
の
約
40
分
の
隅
田
川
の
船
旅
を
楽
し
ん

だ
。
そ
の
後
、
浅
草
の
仲
見
世
通
り
を
散
策
、
浅

草
寺
に
参
拝
し
た
。
夕
食
は
ホ
テ
ル
近
く
に
あ
る

参
議
院
宿
舎
内
の
宴
会
場
で
ス
キ
ヤ
キ
。
翌
日
、

靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
後
、
国
会
議
事
堂
へ
。
議

事
堂
を
見
学
し
た
後
、議
事
堂
正
面
で
記
念
撮
影
。

少
し
早
い
昼
食
を
国
会
内
の
食
堂
で
。
こ
の
席
に

は
、
京
都
出
身
の
田
中
英
夫
衆
議
院
議
員
、
小
泉

顕
雄
参
議
院
議
員
も
同
席
し
懇
談
し
た
。
一
行
は

一
時
頃
に
出
発
、
行
き
と
同
じ
よ
う
に
、
度
々
休

憩
を
取
り
な
が
ら
無
事
京
都
に
帰
っ
た
。
バ
ス
は

少
し
疲
れ
る
が
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
に
な

れ
る
利
点
が
あ
り
、
今
回
の
旅
行
は
参
加
者
に
か

な
り
好
評
で
あ
っ
た
。

八
幡
市
で
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
辻
芳
男
さ

ん
は
、
17
年
前
か
ら
、
秋
の
収
穫
後
、
藁
を
素
材

に
し
た
作
品
を
作
り
始
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
自
分

の
作
品
を
八
幡
市
の
公
共
施
設
等
に
寄
贈
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
ど
、
自
民
党
立
党
50
周
年

を
記
念
し
て
、
作
品
を
自
民
党
本
部
の
ど
こ
か
に

飾
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
二
ノ
湯
事
務
所
に
寄

せ
ら
れ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
早
速
党
本
部
と
交

渉
し
た
と
こ
ろ
、
党
本
部
で
は
8
階
に
あ
る
リ
バ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム（
国
会
議
員
専
用
の
喫
茶
室
）の
一

隅
に
飾
る
こ
と
に
し
た
。
辻
さ
ん
は
「
私
の
つ
た

な
い
作
品
を
党
本
部
の
建
物
の
中
に
飾
っ
て
い
た

だ
き
感
激
で
す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

辻
さ
ん
の
作
品
、
党
本
部
の
一
隅
に辻さんの作品と二ノ湯議員

国会議事堂正面にて

二ノ湯さとし後援会旅行会


